
ロジックモデル 記載例

・ロジックモデルによる
施策・取組の有効性の
評価を通じて明らかに
なった、施策やその評価
手法等に関する論点を
記載

・初期アウトカムの改善状況
が一定基準に満たない
場合、その背景・要因に
ついて検証シート等を参考
に記載

○ 沖縄21世紀ビジョン実施計画に位置付けられた施策展開を12の政策分野に分類
○ 施策展開の上位概念として同じく実施計画に位置付けられている基本施策の「目標とするすがた」を最終アウトカム、各施策展開にぶら下がる施策の「成果指標」を初期アウトカムとみなし、

最終アウトカムとの関連性が強いと考えられる初期アウトカム及び施策について、ロジックモデルで整理
○ このロジックモデルにより、同計画における各施策・取組が、基本施策の「目標とするすがた」に対してどの程度有効に機能したかについて評価

・きめ細やかな国内誘客活動の展開に係る施策について、各種メディアを活
用した沖縄観光プロモーション事業については、国内客の誘客拡大には有効
に機能していると考えられるものの、リピーターの満足度改善にはつながってい
ない。多様化するリピーターのニーズを捉え、リピーターに訴求する観光コンテン
ツの発掘・磨上げを行うとともに、関係機関と連携した沖縄観光のブランドイ
メージの発信など効果的なプロモーションの一層の強化を図ることが課題
（略）

（参考）
初期アウトカム「改善不十分(⤴)」または「改善せず(⤵)」の背景・要因

（略）

・修学旅行者数
国内の小中高校生徒数の減少　等

施策及びその評価に関する論点

有効に機能
ただし、修学旅行者数に係る取組
については、改善・見直しの余地あ
り

各施策に属する取組
の有効性の評価基準値 実績値 改善

状況
R3年度
目標値

入域観光客数（外国人を除く）（万人） 522.6 700 ⤴ 800

修学旅行者数（万人） 45.2 43.2 ⤵ 45.2

初期アウトカム（「成果指標」）※4

・「施策」欄については、沖縄21世紀ビジョン実施計画に位置付けられた施策名を記載
・「主な取組」欄については、沖縄県PDCA実施報告書における施策と取組との対応関係に基づき、
検証シートの主な予算事業等の中から記載

・「主な取組」の記載に当たっては、事業費の規模を原則としつつ、初期アウトカムとの親和性も
勘案して選定(施策によっては、沖縄県PDCA実施報告書に挙げられた取組を一部記載)

・「主な取組」の達成状況については、以下の算定式により算出された達成率に応じて、4区分
（「達成」「概ね達成」「進展」「進展遅れ」）に整理

＜算定式＞ 達成率＝(評価年度実績値－基準値) / (令和3年度目標値－基準値)
・「主な取組」欄に記載のある取組のうち色分けされたものについては、「各施策に属する取組の
有効性の評価」欄の評価に対応する取組のうち、原則として事業費が一定規模以上、かつ
取組の達成状況が「達成」又は「概ね達成」のものを以下の分類に従い記載

有効性が認められる取組：青字
有効性に課題ありと考えられる取組：赤字
適切な効果把握に課題ありと考えられる取組：緑字

・「初期アウトカム」欄については、沖縄21世紀ビジョン
実施計画に基づき記載

・「改善状況」欄については「評価基準(次頁)」に基づき
記載

・施策と初期アウトカムとの対応関係については沖縄県
PDCA実施報告書に依拠

注）単に取組のアウトプットのみを成果指標としている
場合は、初期アウトカムに含めていない。

・「最終アウトカム」欄については、沖縄21世紀ビジョン
実施計画に基づき記載

・なお、実績値については、総点検報告書等に基づき
記載

・「改善状況」欄については「評価基準(次頁)」に
基づき記載

・最終アウトカムと初期アウトカムのつながりについては、
両アウトカムの関連性に基づき判断

・「評価基準(次頁)」
に基づき評価
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（参考）ロジックモデルにおける各施策に属する取組の有効性に係る評価基準

(※１) 達成率については原則として以下の式によって算出
達成率 ＝ (実績値 ー 基準値）／（目標値 ー 基準値）

(※２) 最終アウトカムが県民意識調査の調査値（県民満足度の向上）である場合、施策の効果を的確に捕捉しがたいため、初期アウトカムの改善状況によって評価

初期アウトカム(「成果指標」)
の改善状況

最終アウトカム(「目標とするすがた」)
の改善状況

最終アウトカムが県民意識調査
の場合の評価(※2)

改善　⤴
（達成率50％以上) →

改善　⤴
(達成率0%以上50％未満) →

改善せず　⤵
(達成率0％未満) → ただし、最終アウトカムが改善しなかった要因等に留意

改善　⤴
(達成率0％以上) →

改善せず　⤵
(達成率0％未満) → ただし、最終アウトカムが改善しなかった要因等に留意

改善　⤴
(達成率0％以上)

改善せず　⤵
(達成率0％未満)

改善　⤴
(達成率0％以上) →

改善せず　⤵
(達成率0％未満) →

（適切に）設定されていない
改善　⤴

or
改善せず　⤵

→

③
適
切
な
効
果
把
握
に
課
題

あ
り
と
考
え
ら
れ
る
取
組

適切な効果把握に課題あり適切な効果把握に課題あり

①
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
取
組

②
有
効
性
に
課
題
あ
り
と

考
え
ら
れ
る
取
組

改善せず　⤵
（達成率0％未満）

改善・見直しの検討が必要
改善・見直しの検討が必要

抜本的な改善・見直しの検討が必要

改善不十分　⤴

（達成率0％以上20％未満）
→ 改善・見直しの余地あり 改善・見直しの余地あり

改善　⤴

（達成率20％以上50％未満）

一定程度有効に機能

一定程度有効に機能
改善　⤴

（達成率(※1)50％以上）

有効に機能

一定程度有効に機能

評価基準
評価
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